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８月１日（水）「ともに見つめ ともに創る 子

どもの未来」をテーマに、第４６回 相模原市教育

研究発表大会を開催しました。 

午前中は市民会館ホールにて全体会と記念講演

会を行い、午後は総合学習センター周辺１０会場の

分科会において、研究発表と協議が行われました。 

猛暑の中、市内公立小・中学校 109校の先生方を

はじめ、保育園や幼稚園、市民の方々など、全体会・

記念講演会に 1,040人、分科会には 1,257人のご参

加をいただきました。 

 

◆ ◆ ◆ 全 体 会 ◆ ◆ ◆ 

 山口副市長をはじめ市内の教育に携わる来賓の

方々をお迎えして全体会を開催しました。 

 主催者を代表して岡本教育長から、日頃から本市

の教育に尽力をされている方々へ敬意と感謝の意

と、さまざまな教育分野の方々が今日的な教育課題

の解決のために取り組まれた成果を、この大会にお

いて積極的に発表しあい広めて行くことが、本市教

育の発展に寄与するものと期待しておりますとの

挨拶がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ ◆ ◆ 記 念 講 演 会 ◆ ◆ ◆ 

 全体会に引き続き、記念講演会が行われました。 

 世界最高峰エベレストに女性で世界初登頂され

た登山家の田部井淳子氏を講師にお迎えし、「世界

の山々をめざして～あきらめずに夢を実現させる

～」というテーマで、登山を志したきっかけと、夢

を実現させるために必要なことをお話していただ

きました。 

 

平成 24年 11月 12日 No.３９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田部井氏は「たとえ何か困難に出会ったとしても、 

夢を実現するために、その困難を乗り越える方法を

考えること」をお話され、過去を振り返ることより、

未来に向かっていくことが大切だということを語

られていました。 

東日本大震災で被災された方々に関わり、避難所

生活をされている方と共にハイキングに出かけた 
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エピソードから、自然が人間に与えてくれる癒しや

力についてもお話されていました。山登り以外でも、

現在はシャンソンを楽しみ、好奇心と目標をもって

努力されている姿勢は、「努力することを楽しんで

いる」ようにも感じられました。  

後半は、田部井氏が登頂した世界の山々や自然を

写真で紹介していただきました。最後の一枚は東日

本大震災直後の福島県三春の桜。静かに力強く咲く

桜の花は多くの参加者の心にも残ったのではない

でしょうか。 

≪参加者からの感想≫ 

○ バイタリティーあふれるお話で、情熱を持って

取組む事の大切さが伝わってきました。 

○ 一歩が積み重なって頂上に着くという言葉に 

夢と力をもらいました。 

○ 自分が自分らしく、又、楽しむためにどうする

のかあらためて感じる講演でした。大変楽し 

い Talkで、あっという間でした。 

 

◆ ◆ ◆ 分 科 会 ◆ ◆ ◆ 

 午後はテーマ別１０会場に分かれ、発表と協議が

行われました。どの発表も子どもたちの健やかな成 

 

 

 

 

８月８日(水)から８月１０日(金)までの３日間、相

模川自然の村野外体験教室 相模川ビレッジ若あゆに

おいて第８・９・１０回初任者研修講座「パワーアッ

プ！宿泊研修」を実施しました。同期の仲間との体験

活動やグループ協議をとおして、教育実践についての

自己の課題を明らかにして、解決への意欲を高めるこ

とができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

協議の中心は「児童生徒理解」についてでした。協

議を通して、改めて自分と向き合い、時には出来ない

自分、出来ていなかった自分、やろうとしていなかっ

た自分に気づき涙する姿も見られました。 

また、仲間と協議や活動を繰り返す中で自分の考 

 

長を目指し積極的に取り組まれた研究・研修の成果

や、教育実践の報告でした。発表をもとに協議を行

うなかで、さまざまな教育分野の方が交流しあい、

お互いの役割や活動を理解し、連携・協力を深める

場となりました。 

≪参加者からの感想≫ 

○ 研修を受けた内容を自校に活かし実践してい 

る具体的報告を聞かせていただき、今後の学級 

学校運営に活かしていきたいと思いました。 

○ どの発表もとても興味深いものでした。改め 

て体験することの大切さを感じ、子どもたちが 

体験を通して学べるよう、今後の教育活動に生 

かしていきたいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えや悩みを包み隠さず話し、またその仲間から本音を

聞くことで新たな気づきが生まれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪研修者の感想≫ 

・この人たちと相模原で成長していきたいと思う教員

仲間が出来たことを幸せに思います。じっくり考え

る、自分を振り返る、仲間を知る、ということに全

力で臨めたのは素直な姿の班の皆がいたからだと思

います。 

・よき仲間と本気で意見をぶつけ合い、考えを深めて

いく。この貴重な経験を通して気づいたこと学んだ

ことを今後の教育活動に生かしていきたいと思いま

す。仲間とのつながりを今後も大切にし続け、初心

を忘れず学び続けていこうと思います。 

 

２ 

教 職 員 

初任者研修講座 



  

 

 

 

～学校と地域の協働推進事業～ 
 
 

 
 

淵野辺東小学校で

は、学校と地域が一

体となって子どもた

ちをはぐくむことを

目指して、地域とと

もにある学校づくり

を進めています。 

その具体的な実践

として「校庭開放お花見散歩デー」と「新一年生の親

子対象の教室見学会」が、３月に同時開催されました。 
当日は、桜の木や遊具周辺を自由に散策したり、遊

んだりできるように校庭

を開放するとともに、校

庭の中央では、新一年生

対象のスポーツ体験会

（淵野辺東小で土日に活

動している５団体）も活

動を行いました。 

また、地域の方の休憩室として図工室を開放したり、

新一年生の親子が教室を見学したりしました。 

 

 

  

 
 

さがみはら教育１５３号 

「学校と地域の連携・協働」は今！ 
      ～ 学校と地域の絆をさぐる～ 
「学校と地域の連携・協働」

の現状と必要性について、イン

タビュー、調査報告、実践事例

等で紹介しています。 

総合学習センターのホーム

ページにも特集内容を掲載して

います。 

 

＜次号予告＞さがみはら教育１５４号             

さがみはら教育１５４号は、「情報活用の実践力を

育むために（仮）」がテーマです。「情報活用の実践力」

に焦点をあて、子どもたちの実態を把握していくとと

もに、その力を育むための手立て等について考えてい

きます。平成２５年３月に発行予定です。 

 

 

 

 
淵野辺東小学校 

 

 

 

 

 

 淵野辺東小学校には教育委員会の委託を受け、お二

人の「学校と地域の協働推進コーディネーター」がい

らっしゃいます。今回の事業も企画運営はもとより、

花と緑のボランティアへの声かけや当日の受け付け、

休憩所の対応等、お二人のコーディネーターの様々な

面での働きかけがあったからこそ成功したものです。 

学校と地域の協働推

進に向けてコーディネー

ターは、日頃から地域と

学校をつなぐパイプ役を

担い、学校を支えてくだ

さっています。 

 

 

 

 

 小学校１・２・３年生版、 

小学校４・５・６年生版、中 

学生版の３種類を８月下旬に 

発行し、市立小・中学校の全 

児童生徒に配付しました。 

今回作成した冊子は、昨年 

３月１１日の東日本大震災を 

受け、児童生徒の危険回避能 

力をより高めるために、地震 

の際の避難行動の部分に特化 

して改訂し、「防災ガイドブック（地震特別編）」とし

て発行したものです。 

 キーワードは「自分の命は自分で守る」です。大き

な地震が起きたらどのように行動すればよいのか自分

で判断できる児童生徒になってほしいと願って作成し

ました。 

 なお、「防災ガイドブック（地震特別編）」は、総合

学習センターのホームページからダウンロードできま

すので、ご活用ください。 

学社連携・協働の動き PART33 

３ 
 

防災ガイドブック（地震特別編） 

「地震―その時わたしたちはー」 

３ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

市民大学は、昭和４０年に相模女子大学の協力を得

て開設して以来、４５年以上の歴史をもつ事業です。 

市内・近隣にある高等教育機関の協力を得て、相模

原市・座間市の各教育委員会の共催で下記１９コース、

全３７講座を開催しています。 
 

  ＜平成２４年度 開催コース＞ 
相模女子大学コース・麻布大学コース 

職業能力開発総合大学校コース 

和泉短期大学コース・女子美術大学コース 

北里大学コース・総合電子専門学校コース 

桜美林大学コース・青山学院大学コース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度から新 

たに和光大学が 

加わりました。 

 新たな学校の 

加入等により各学校の特色ある講座がより多く開

催され、学びの場を幅広く提供しています。 

※ 平成２４年度後期講座の募集は終了しました。 

平成２５年度前期講座の募集は６月１日開始を予定しています。 

 

多摩美術大学コース・東京家政学院大学コース 

東京女学館大学コース・法政大学コース 

総合研究大学院大学コース 

サレジオ工業高等専門学校コース 

玉川大学コース・和光大学コース 

相模原市総合学習センターコース・座間市生涯学習課コース 

 

平成２４年度研修講座が、５月から１０月まで開催さ

れ、１４名の受講生は講座の企画・運営を学びました。 

今年度は、より実践に即した研修を目指し、講座のシ

ミュレーション実習を取り入れ、受講生は講師・受講生、

双方の立場になりながら意見交換を行うなど、講座の魅

力を高める努力をしてきました。 

その研修の実践の場として、計１１講座を１０月１日

から１０月１９日の間、『秋講座Ⅰ』として開催しまし

た。講師は、多くの参加者の期待に応えるべく、力のこ

もった講座を繰り広げました。 

今後は、研修講座を終えた受講生のうち希望者が、既

に研修を終えて市民講師として活動しているメンバー

と合流し、活動を継続していきます。 

既に研修を終えて、市民講師として活躍している

方々による、『夏講座』が７月から９月まで行われま

した。子どもを対象にした論語講座や、俳句の日（８

月１９日）に合わせた句会、パソコンで音楽を奏でる

講座など、斬新な企画が目白押しで、市民講座の新た

な可能性を感じさせる機会となりました。 

『秋講座Ⅱ』も、年賀状作りなど季節にあった講座

を企画し、多くの方にご参加いただいています。 

44 期期研研修修講講座座修修了了＆＆講講師師デデビビュューー！！ 

 

夏夏講講座座終終了了＆＆秋秋講講座座ⅡⅡ開開催催中中 

予予予告告告   
市市民民講講座座「「学学びびののららいいぶぶ塾塾」」冬冬講講座座をを開開催催ししまますす。。第第一一弾弾ととししてて、、  

１１２２月月１１日日かからら募募集集をを開開始始ししまますす。。詳詳細細ににつついいててはは、、募募集集案案内内・・  

総総合合学学習習セセンンタターーホホーームムペペーージジななどどででごご確確認認くくだだささいい  

～ 秋講座 講座風景 ～ 

健康ダイエット 

市の花  

あじさい物語 

こども甚平を作ろう 納涼俳句大会 

４ 

～ 夏講座 講座風景 ～ 



  

～視覚に障害のある方の音声情報機器体験講座を開催～ 

 

 

 

 

 

９月２９日（土）、視覚に障害のある人を対象に、

音声情報機器体験講座を開催しました。 

今回で１４回目となる当講座。ボランティア団体

「パラボラ相模原」の協力を得て、毎年、実施してい

ます。参加者の多くは、高齢になってから失明され、

点字などになじみが無く、家庭にあるパソコンを使っ

て、手軽に生活情報を入手したいという方です。 

今回の講座では、無料で配信されているパソコンの

音声ソフトの入手方法や操作方法を中心に体験しま

した。また、音声読み上げ機能がついたタブレット端

末の操作説明も行われ、情報機器の進化に伴って、機

器の選択肢もいろいろあることが紹介されました。  

視覚に障害のある方に敬遠されがちなパソコンで

すが、実は、それほど知識がなくても操作することが

できて、生活の幅を広げることができます。 

 

 

 

 

 

 

１０月１１日（水）に相模原市歯科医師会・会長 相

澤 恒氏、同・学校歯科保健委員会委員長 星 隆夫

氏、同・学校歯科保健委員会担当理事 加藤 茂之氏

をお迎えし、歯科の視点からとらえた「食育」につい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆「幸福の国ブータンがお手本！心の豊かさを感じて生

きる」 平成25年2月9日（土）14時～16時 

  国民の多くが幸福を感じている小国ブータン 

から「幸せ」とは何かを考えてみましょう 

☆ ＜研究機関等解放講座＞「宇宙航空研究開発機構

（JAXA）コース」 平成 25年2月 23日（土）10時～ 

講義のあと、ＪＡＸＡキャンパス内の見学をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この講座をきっかけに、「パラボラ相模原」など

ボランティア団体が開催するパソコン講座に通

われ、情報機器を生活の一部として活用されてい

る方が多くいます。仲間も出来ます！ 

次回の講座は、３月に開催予定です。興味のあ

る方は、是非、参加してください。ご家族に視覚

に障害がある方単独での参加もできます。 

 

 

 

 

 

 

て講義をしていただきました。 

生涯の健康を支える食生活を実現するために、歯を

大切にする生活習慣を子どもの頃から育てることの重

要性を、わかりやすくお話いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

☆「（仮）アナウンサーに学ぶ『ことばの魅力』」 

平成 25年 2月 24日（日）14時～16時 

  アナウンサーの方を招いて時代と共に変化して 

いる『日本語』について一緒に考えてみませんか 

☆「どうして動くの？作って学ぼうリニアモーターカー」 

平成 25年 3月 17日（日）14時～16時 

  親子で近未来の乗り物について学びましょう 

 

 

 

タブレット端末の音声読み上げ機能を紹介 

・今まで、歯科保健というと、口腔内の衛生やむし歯予防、歯周病予防を中心に考えていましたが、生活習

慣病予防教育の第一段階としての歯科保健を考えていきたいと思いました。 

・学童期は親・大人が生活面全般に介入できる、思春期以降は自主性が出たり反抗期等で難しいということ

が強く印象に残りました。小学校のうちに基本的生活習慣、健康に生きていくために必要なことを身に付

けられるよう、子どもたちや保護者に働きかけていきたいと思います。 

※ なお、例年開催している外務省研修所コースは、現在施設修繕中のため、講座開催日は未定となって

おります。また、国民生活センターコースは相模原事務所の業務縮小に伴い、開催はありません。 

５ 

詳細については、後日、広報さがみはらや 

ホームページ等でお知らせいたします。 

 

 

市内小・中学校の養護

教諭研修講座を市民の

方にも公開しました。 



  

 

 

 

 

☆さがみ風っ子教師塾・第４期がスタートしました。 

 １０月１３日（土）にさがみ風っ子教師塾・第４期

７３名の入塾式が行われました。 

 入塾式では市議会議長、小・中校長会代表をはじめ、

多くの来賓の方々、教育委員長、教育長などの関係者

を前に、塾生が自分たちに寄せられている期待の大き

さに、気持ちも新たに 

した様子がうかがえま 

した。 

 入塾式の後には的川 

塾長による記念講演が 

あり、午後からは大塚 

担当課長による講義、 

山田先生による構成的エンカウンターの演習がありま

した。それぞれのテーマは以下のとおりです。 

【的川塾長による記念講演】 

“子どもの心に火をつける” 

【大塚担当課長による講義】 

“相模原の特色を知る” 

【山田昭文先生による構成的エンカウンター】 

“教師を目指す仲間の姿を知る” 

 

 

 

 

 

派遣期間 １０月９日（火）～２７日（土）３週間 

派遣校  大船渡市立盛小学校 

派遣者  小学校教諭 １名 

     陽光台小学校 教諭 表木 誕 

 

 東日本大震災で甚大な被害があった、本市と友好関

係にある岩手県大船渡市の学校支援をすることを目的

に、昨年度は１２名の教職員を派遣しました。今年度

は大船渡市の要望により、１名を盛（さかり）小学校

に派遣し、授業支援を行いました。 

 盛小学校は市の中心部にあり、学校そのものは高台

にあるため津波による被害はありませんでしたが、学

区内は津波により大きな被害を受けた地域です。現在、

校庭には仮設住宅が建てられている状況です。  

 授業での関わりとともに、児童とたくさん遊んだり

話したりすることを通して、児童が元気になるような、

そして、「自分たちを見守ってくれる人がたくさんい

る」ということを感じてもらえるような活動をするこ

とができました。 

 

◇さがみ風っ子教師塾・第４期カリキュラムの紹介 

さがみ風っ子教師塾では、的川塾長をはじめ、５名

の専任講師のもと、９か月間、相模原市で教員になる

ことをめざし学んでいきます。「さがみはら」独自の教

育実践を体感し、学校現場で必要な児童・生徒理解、

知識や技能を中心に、実践的な内容を学ぶため、第１

ステージから第４ステージまで、テーマに沿って様々

なカリキュラムが用意されています。 

各ステージのテーマは以下のとおりです。 

＜第１ステージ＞ 

テーマ「学校・教師の役割と期待される姿について

学ぶ」 

＜第２ステージ＞ 

テーマ「相模原市の子どもの姿と学校・教師の取り

組みについて学ぶ」 

＜第３ステージ＞ 

テーマ「『学級づくりと授業づくり』について学ぶ」 

＜第４ステージ＞ 

テーマ「教育への情熱を自分の言葉で表現すること

を学ぶ」 

 塾生たちは平成２５年６月８日までの９ヶ月間、講

義やグループ協議、模擬授業などを通して、教師とし

てのやりがいに気づき、常に仲間とともに考え、語り

合いながらお互いを高め合っていくことでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合学習センターの 
外壁等の塗装工事に伴い 
駐車場を半面閉鎖します 

 

期間(予定)：平成 24年 11月 12日（月） 

～平成 25年１月 31日（木） 
 

満車の場合は、市役所第２駐車場などの周辺駐車場

をご利用ください。 

また、できるだけ公共交通機関やお車の乗り合わせ

等によりお越しくださいますようお願いいたします。 

 

ご迷惑をおかけし

ますが、ご協力をお

願いいたします。 

６ 


